
　
あ
き
る
野
市
は
、
都
内
で
唯
一
残

る
農
村
歌
舞
伎
の
伝
承
地
で
す
。
農

村
歌
舞
伎
は
「
芝
居
」
や
「
地
芝

居
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
か
つ
て
菅
生
地
区
で
は
、
地
域
の

鎮
守
で
あ
る
正
勝
神
社
の
祭
礼
で
三

匹
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
42
年
に
途
絶
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
代
わ
り
に
舞
台

を
造
っ
て
歌
舞
伎
を
呼
ぼ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
「
菅
生
の
組
立
舞

台
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
二

宮
の
歌
舞
伎
を
伝
え
て
い
た
栗
沢
一

座
を
招
き
、
こ
の
舞
台
で
盛
ん
に
歌

舞
伎
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
や
が
て
菅
生
の
青
年
た
ち
か
ら

「
見
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ら
な

い
、
自
分
も
舞
台
に
立
ち
た
い
」
と

の
声
が
上
が
り
、
座
長
の
栗
沢
一
雄

氏
の
指
導
に
よ
る
稽
古
が
始
ま
り
ま

し
た
。
昭
和
10
年
の
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
見
事
、
菅
生
の
青
年
た
ち
に

よ
る
歌
舞
伎
は
拍
手
喝
采
の
大
成
功

を
収
め
ま
し
た
。
「
菅
生
歌
舞
伎
」

が
誕
生
し
た
瞬
間
で
す
。

　
今
も
、
当
時
の
青
年
た
ち
が
稽
古

で
使
用
し
た
台
本
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
「
寿
曽
我
対
面
」
や

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
演
目
の
名
称
と
セ
リ
フ
、
役

者
を
し
て
い
た
地
域
の
人
々
の
名
前

が
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
て
、

稽
古
に
打
ち
込
ん
で
い
た
青
年
た
ち

の
熱
い
意
気
込
み
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
昭
和
10
年
に
生
ま
れ
た
菅
生
の
歌

舞
伎
は
、
戦
中
戦
後
の
急
激
な
社
会

変
化
の
中
で
消
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
で
は
地
域
の
住
民
で
組
織
す

る
「
菅
生
一
座
」
が
、
役
者
や
義
太

夫
、
三
味
線
の
ほ
か
、
大
道
具
、
小

道
具
の
制
作
な
ど
、
地
域
の
大
人
か

ら
幼
い
子
ど
も
ま
で
が
心
を
一
つ
に

し
て
、
貴
重
な
文
化
遺
産
の
継
承
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
の
一
座
の
中
に
は
菅
生
歌
舞

伎
誕
生
当
時
に
役
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
方
の
子
孫
も
多
く
、
一
座
を

支
え
る
役
者
や
裏
方
と
し
て
活
躍

し
、
そ
の
技
術
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
先
人
の
残
し
た
「
地
域
の
宝
」
を

残
そ
う
と
す
る
取
組
を
通
じ
て
、
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
心
が
世
代
か
ら
世

代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
文
化
財
係

再生紙を使用
しています

若
き
情
熱
が
生
ん
だ

　
　
　
　
　
農
村
歌
舞
伎

菅生歌舞伎「寿曽我対面　工藤館の場」の一場面菅生歌舞伎「寿曽我対面　工藤館の場」の一場面
ことぶきそがのたいめんことぶきそがのたいめん

かつら作りの様子かつら作りの様子

代
々
引
き
継
が
れ
る

　
　
　
　
　
　
地
域
の
宝

　菅生一座では、「全て手作り」を合言葉

に継承活動を行っています。歌舞伎には独

特の衣装やかつらなど、さまざまな種類の

道具を必要としますが、創意工夫で制作に

取り組んでいます。

　衣装の制作では、歌舞伎衣装の専門書を

頼りに、生地の購入から始まり、特殊な紋様、

図柄は塗料で手描きしたり、古着から切り

取って縫い付けるなどしています。

　かつらも購入すれば高額なため、極力手

作りで調達していま

す。廃材となった雨

どいの銅板を打ち出

して土台を作ったり、

紙粘土や発泡スチロ

ールなどで整形する

など、なるべく経費

をかけない方法で行

っています。

　大道具、小道具の

制作にも、それぞれの担当者が知恵を出し

合っています。

　こうした裏方の作業は、舞台に立つ役者

のような派手さはなく、決して目立つ存在

ではありませんが、歌舞伎の公演には欠か

せません。一座では、座員のこうした普段

は目立たない役割を大切にすることで、一

座だけでなく、地域の強い連帯感を生み出

しています。

世
帯
と
人
口

―平成26年4月1日現在―
世帯 34,100世帯
人口 81,900人（前月比　62人増）
男　 40,922人
女　 40,978人

○市役所
　●相続・遺言など暮らしの手続相談…２日㈮
　●税務相談…12日㈪
　●法律相談…13日㈫・27日㈫
　●交通事故相談…14日㈬
　●登記相談…16日㈮
　●行政相談…28日㈬
○五日市出張所
　●法律相談…１日㈭
　●人権身の上相談…23日㈮
○時間　午後１時30分～４時30分
○予約　法律相談は、相談日の７日前（13日
　㈫の法律相談は７日㈬）の午前８時30分か
　ら電話で受け付けます。その他の相談は、
　随時受け付けます。
○予約・問合せ　市民課市民相談窓口係（直
　通５５８－１２１６）

す
が
わ
ら
で
ん
じ
ゅ
て
な
ら
い
か
が
み

こ
と
ぶ
き
そ
が
の
た
い
め
ん


